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前
代
未
聞

　
課
税
処
理
の

　
　
誤
り
が
発
覚

議会全員協議会
令和元年8月23日（金）

　
職
員
の
事
務
怠
慢
に
よ
る

町
県
民
税
等
の
課
税
処
理
の

誤
り
に
つ
い
て
、
町
執
行
部

よ
り
説
明
が
あ
っ
た
。

　

平
成
30
年
度
及
び
平
成
31
年

度
、
令
和
元
年
度
の
２
年
度
分
の

町
県
民
税
に
つ
き
ま
し
て
、
不
適

切
な
賦
課
処
理
に
よ
り
、
過
大
ま

た
は
過
少
に
税
額
を
算
定
し
て
い

た
こ
と
が
判
明
致
し
ま
し
た
。
納

税
者
の
皆
様
、
そ
し
て
関
係
機
関

の
皆
様
に
は
多
大
な
る
ご
迷
惑
を

お
か
け
す
る
事
態
が
生
じ
ま
し
た

こ
と
を
、
心
か
ら
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。
誠
に
申
し
訳
ご
ざ
い
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

申
す
ま
で
も
な
く
町
税
は
財
政

運
営
の
根
幹
を
な
す
も
の
で
あ

り
、
こ
の
た
び
の
事
態
を
厳
粛
に

受
け
止
め
、
原
因
究
明
、
再
発
防

止
策
な
ど
、
本
町
税
務
行
政
の
信

頼
回
復
に
向
け
、
し
っ
か
り
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
及
び
平
成
31
年

度
、
令
和
元
年
度
、
個
人
町
県
民

税
の
賦
課
算
定
に
誤
り
が
あ
り
、

誤
っ
た
ま
ま
住
民
の
方
、
ま
た
は

関
係
事
業
所
へ
納
税
通
知
書
及
び

納
付
書
を
送
付
し
た
。
事
案
と
経

過
に
つ
い
て
は
、
令
和
元
年
６
月

６
日
に
個
人
町
県
民
税
の
賦
課
算

定
誤
り
が
発
覚
し
、
関
係
資
料
の

再
調
査
を
開
始
。
調
査
し
た
結
果

は
下
記
の
表
の
通
り
と
な
る
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
過
年
度
還
付
分

に
つ
い
て
は
歳
出
予
算
に
よ
り
対

応
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
所
要
額

に
つ
い
て
は
９
月
補
正
の
予
算
に

計
上
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
個
人
町
県
民
税
の
更
正

に
よ
り
、
国
民
健
康
保
険
税
や
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、
介
護
保

険
料
な
ど
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

に
な
る
。
こ
れ
ら
は
デ
ー
タ
処
理

の
関
係
上
、
９
月
６
日
に
件
数
及

び
金
額
が
確
定
す
る
た
め
、
速
や

か
に
処
理
を
行
い
、
個
人
町
県
民

税
務
課
長
に
よ
る

内
容
説
明

町
長
に
よ
る
謝
罪

税
同
様
の
取
り
扱
い
を
図
り
た
い
。

過
年
度
還
付
分
に
つ
い
て
は
、
町

県
民
税
と
同
様
に
歳
出
予
算
で
対

応
と
な
る
が
、
国
民
健
康
保
険
税

等
の
事
務
処
理
の
日
程
に
よ
り
、

９
月
補
正
予
算
の
計
上
に
間
に
合

わ
な
い
こ
と
か
ら
、
予
備
費
充
当

ま
た
は
専
決
処
分
に
よ
り
対
応
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

発
生
原
因
に
つ
い
て
は
、
課
税

デ
ー
タ
の
入
力
漏
れ
及
び
エ
ラ
ー

チ
ェ
ッ
ク
を
怠
っ
た
こ
と
に
よ
る

も
の
。
納
税
義
務
者
の
皆
さ
ん
に

対
す
る
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
本
日
協
議
会
終
了
後
か
ら
、

平
成
31
年
度
の
現
年
度
の
納
付
に

つ
い
て
は
、
９
月
２
日
の
納
付
期

限
を
迎
え
る
納
税
義
務
者
の
皆
さ

ん
に
対
し
、
謝
罪
と
説
明
を
行
う

こ
と
に
す
る
。
ま
た
、
平
成
30
年

度
の
過
年
度
分
に
つ
い
て
は
、
現

年
度
の
納
税
義
務
者
へ
の
訪
問
件

数
が
多
い
た
め
、
日
数
が
か
か
り

ま
す
が
、
１
軒
１
軒
訪
問
し
、
謝

罪
と
説
明
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

　

再
発
防
止
策
と
し
て
、
税
務
課

と
し
て
賦
課
業
務
の
重
要
性
を
再

認
識
す
る
と
と
も
に
、
今
後
は
二

重
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
を
行
う
な
ど
徹

底
す
る
考
え
で
あ
る
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
い
た
し
ま
し
て
申
し
訳

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

課税年度 追加課税 減額課税又は還付

令和元年度
（平成31年度） 12件 1,738,900円 14件 726,300円

平成30年度 33件 1,984,700円 116件 4,962,800円
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対象名 増　　額 減　　額

国民健康保険税 7件 398,300円 1件 74,200円

後 期 高 齢 者
医 療 保 険 料 3件 85,100円 0件 0円

介 護 保 険 料 3件 44,660円 0円 0円

質
疑
応
答

平成３１年度分

議員
発
見
に
至
っ
た
部
分
を
、

も
う
少
し
詳
し
く
説
明
願

う
。
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
税
な

ど
に
影
響
が
出
る
と
の
こ
と
だ
が
、

影
響
が
出
る
部
分
を
伺
い
た
い
。

課長
明
ら
か
に
非
課
税
で
な
い

方
が
、
非
課
税
と
い
う
こ

と
で
申
告
書
を
提
出
し
て
い
る
の

か
税
務
署
に
問
い
合
わ
せ
た
結
果
、

昨
年
の
12
月
に
税
務
署
へ
課
税
の

申
告
を
し
て
い
た
。
町
へ
の
電
送

は
税
務
署
か
ら
さ
れ
て
い
た
が
、

そ
れ
を
取
り
込
ん
で
い
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
が
１
つ
。

　

も
う
１
つ
は
、
町
民
の
方
か
ら

申
告
し
た
内
容
と
中
身
が
違
う
納

付
書
、
納
税
通
知
書
が
届
い
た
と

問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら

調
査
し
た
結
果
、
次
か
ら
次
へ
と

中
身
の
違
う
町
県
民
税
が
あ
る
と

い
う
こ
と
が
分
か
り
、
そ
れ
以
降

再
調
査
し
ま
し
て
、
こ
の
こ
と
が

発
覚
し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
他
影
響
の
あ
る
部

分
と
し
て
、
国
民
健
康
保
険
税
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、
介
護

保
険
料
に
影
響
が
あ
る
。

議員
６
月
６
日
に
分
か
っ
た
と

い
う
こ
と
だ
が
、
６
月
７

日
は
６
月
定
例
議
会
の
開
会
日
。

６
日
に
分
か
っ
た
な
ら
ば
、
７
日

開
会
日
に
町
長
の
口
か
ら
間
違
っ

て
い
た
こ
と
を
当
然
言
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
６
月
か
ら

８
月
ま
で
３
か
月
も
な
か
っ
た
と

い
う
こ
と
は
、
口
裏
合
わ
せ
を
し

て
い
な
い
の
か
疑
問
に
思
う
が
。

課長
発
覚
は
６
月
６
日
だ
が
、

そ
れ
以
降
ほ
か
の
誤
り
が

あ
る
の
か
ど
う
か
全
件
に
わ
た
り
、

誤
り
の
無
い
よ
う
に
調
査
す
る
た

め
に
日
数
が
か
か
り
、
現
在
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
。

町長
今
回
の
件
に
つ
い
て
遅
れ

た
こ
と
に
対
し
、
深
く
お

詫
び
申
し
上
げ
た
い
と
思
う
。
こ

の
数
字
を
出
す
ま
で
に
、
確
実
に

調
べ
て
出
す
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う

と
全
納
税
義
務
者
の
チ
ェ
ッ
ク
を

し
た
。

　

30
年
度
確
定
分
が
２
３
０
０
件
、

31
年
度
の
確
定
が
２
４
０
０
件
弱

に
な
る
が
、
あ
く
ま
で
も
調
査
に

ミ
ス
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う

立
場
か
ら
、
日
数
が
か
か
っ
て
し

ま
っ
た
こ
と
に
ご
理
解
願
い
た
い
。

議員
こ
の
責
任
と
い
う
の
は
ど

こ
に
あ
る
の
か
。
職
員
の

デ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
を
怠
っ
た
も
の

な
の
か
、
そ
れ
と
も
事
務
処
理
を

怠
っ
た
事
務
怠
慢
な
の
か
伺
う
。

課長
発
生
原
因
に
つ
い
て
は
、

担
当
職
員
が
課
税
デ
ー
タ

の
入
力
漏
れ
及
び
エ
ラ
ー
チ
ェ
ッ

ク
の
職
務
を
怠
っ
た
こ
と
が
原
因

と
な
る
。

議員
事
務
怠
慢
、
そ
う
し
た
場

合
に
懲
戒
の
取
扱
い
に
関

す
る
規
定
。
義
務
違
反
が
あ
っ
た

場
合
、
速
や
か
に
手
続
き
を
進
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
。

課長
町
に
は
下
郷
町
職
員
の
懲

戒
の
取
扱
い
に
関
す
る
規

定
で
、
地
方
公
務
員
法
の
第
29
条

の
第
１
項
に
基
づ
く
職
員
の
懲
戒

処
分
に
該
当
す
る
場
合
は
、
こ
れ

を
開
い
て
職
員
の
懲
戒
処
分
を
審

査
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
現

在
は
賦
課
に
つ
い
て
は
調
査
が
終

了
し
、
担
当
職
員
、
担
当
課
長
か

ら
始
末
書
、
事
故
報
告
書
と
提
出

さ
れ
て
い
る
の
で
、
今
後
、
規
定

に
基
づ
き
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て

審
査
し
て
い
く
。　

議員
こ
の
件
に
関
し
て
各
担
当

課
で
整
理
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
業
務
が
あ
る
の
か
。

課長
各
課
の
対
応
に
つ
い
て
は

次
の
と
お
り
と
な
る
。

　

健
康
福
祉
課

　

保
育
料
に
つ
い
て
は
、
９
月
見

直
し
の
た
め
現
年
度
は
問
題
な
い

と
考
え
て
い
る
。
過
年
度
は
調
査

中
と
な
っ
て
い
る
。

　

介
護
保
険
料
は
、
元
年
度
が
３

件
で
４
４
，
６
６
０
円
と
な
っ
て

い
る
。
過
年
度
分
は
現
在
調
査
中

と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
ほ
か
様
々
な
給
付
金
関
係

に
つ
い
て
は
、
所
得
制
限
や
納
税

額
に
よ
り
負
担
金
が
設
定
さ
れ
る

も
の
で
件
数
が
多
い
た
め
今
後
調

査
す
る
。

　

町
民
課

　

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
元

年
度
分
は
、追
加
課
税
が
７
世
帯
、

３
９
８
，
３
０
０
円
と
な
り
、
還

付
分
は
、
１
世
帯
７
４
，
２
０
０

円
と
な
る
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
つ

い
て
、
３
人
で
８
５
，
１
０
０
円

の
増
額
と
な
る
。
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【
町
提
出
議
案
】

▼
平
成
30
年
度
下
郷
町
健
全
化
判
断
比
率
等
に
つ
い
て
（
報
告
）

▼
平
成
30
年
度
下
郷
町
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計

　

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

▼
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

▼
南
会
津
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

▼
下
郷
町
給
水
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
設
定

▼
下
郷
町
農
業
集
落
排
水
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　

条
例
の
設
定

▼
下
郷
町
公
共
用
財
産
使
用
等
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　

条
例
の
設
定

▼
下
郷
町
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　

条
例
の
設
定

▼
下
郷
町
河
川
流
水
占
用
料
等
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　

条
例
の
設
定

▼
橋
梁
補
修
工
事
（
湯
野
上
橋
）
請
負
変
更
契
約

▼
令
和
元
年
度
下
郷
町
一
般
会
計
補
正
予
算

▼
令
和
元
年
度
下
郷
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

▼
令
和
元
年
度
下
郷
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

▼
令
和
元
年
度
下
郷
町
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

▼
令
和
元
年
度
下
郷
町
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

▼
令
和
元
年
度
下
郷
町
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算

月９
例定 会

　９月定例会は６日から１３日までの８日間の会期
で開かれました。
　今定例会では、報告１件、決算の認定、教育委員
会委員の人事案件、条例の一部改正、契約案件、令
和元年度補正予算など町提出議案１６件が審議され
全て可決しました。

議員
工
事
は
３
か
月
も
か
か
る

も
の
な
の
か
。
ま
た
前
渡

金
は
支
払
わ
れ
て
い
る
の
か
。

課長
前
払
金
は
支
払
わ
れ
て
い

る
。
ま
た
時
間
が
か
か
っ

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
資
材

調
達
等
の
準
備
や
、
会
津
鉄
道
と

の
関
係
が
あ
り
時
間
が
か
か
る
。

議員
現
場
を
見
る
と
、
資
材
を

運
ぶ
な
ど
の
仕
事
を
し
て

い
る
様
子
が
見
受
け
ら
れ
な
い
。

前
払
金
も
支
払
っ
て
い
る
の
で
あ

れ
ば
、
進
捗
を
早
め
る
た
め
の
指

導
を
行
う
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

課長
契
約
額
が
大
き
い
こ
と
も

あ
る
の
で
、
可
能
な
限
り

目
に
見
え
る
進
捗
を
指
導
し
て
い

き
た
い
。

　

６
月
定
例
会
で
議
決
を
し
た
橋

梁
補
修
工
事
（
湯
野
上
橋
）
請
負

契
約
に
つ
い
て
、
消
費
税
増
税
に

伴
う
変
更
契
約
議
案
が
提
出
さ
れ

た
。
こ
の
工
事
の
現
状
に
つ
い
て

議
員
か
ら
質
疑
が
出
た
。

　

質
疑
内
容

議員
現
在
、
湯
野
上
橋
を
通
っ

て
会
津
縦
貫
道
路
建
設
工

事
で
出
た
土
砂
を
運
搬
し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
は
、
24
時
間
運
搬
す
る

と
聞
い
た
が
補
修
工
事
に
よ
る
影

響
は
出
る
の
か
。

課長
極
力
運
搬
の
支
障
に
な
ら

な
い
よ
う
に
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

◆
教
職
員
の
長
時
間
過
密
労
働
の

解
消
に
向
け
た
意
見
書
の
提
出

◆
「
ふ
く
し
ま
学
力
調
査
」
中
止

の
意
見
書
の
提
出

▽
陳
情
者

下
郷
町
大
字
沢
田
字
前
田
乙
４

３
５
番
地

	

星　

新
栄 

氏　

他
１
名

▽
審
査
結
果 

～ 

不
採
択

　

盛
義
夫
教
育
委
員
の
任
期
満
了

に
伴
い
、
新
た
な
委
員
と
し
て
、

湯
田 

嘉
朗 

氏（
倉
村
）の
任
命
が

議
会
で
同
意
さ
れ
た
。

　

湯
田
氏
は
高
等
学
校
長
を
経
て
、

退
職
後
の
現
在
は
田
島
高
等
学
校

評
議
員
な
ど
を
務
め
ら
れ
て
い
る
。

橋
梁
補
修
工
事
の
今
を
問
う

請
願
・
陳
情

新
た
な
教
育
委
員
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町
県
民
税
還
付
と

　
観
光
を
含
め
た

　
　
補
正
予
算
を
可
決

令 和 元 年 度
一般会計補正予算

　
今
回
の
一
般
会
計
予
算（
９
月
補
正
）で
は
、
町

県
民
税
等
の
還
付
、大
内
宿
内
の W

i-Fi 

環
境
整

備
や
公
共
ト
イ
レ
の
改
修
な
ど
の
補
正
が
提
出
さ

れ
各
議
員
か
ら
の
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
県
民
税
の
還
付
を
含
む
補
正

予
算
１
８
９
０
万
１
千
円
が
提
出

さ
れ
た
。
質
疑
等
は
次
の
と
お
り
。

議員
還
付
金
の
内
訳
を
詳
し
く

教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

課長
内
訳
と
し
て
は
、
平
成
30

年
度
の
国
庫
支
出
金
・
県

支
出
金
の
清
算
に
伴
う
返
還
金
１

３
７
２
万
１
千
円
、
町
税
の
過
年

度
還
付
金
と
し
て
５
１
８
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

　

本
議
会
で
大
内
宿
の W

i-Fi 

環

境
整
備
と
駐
車
場
内
公
共
ト
イ
レ

の
改
修
に
か
か
る
補
正
予
算
１
１

４
８
万
３
千
円
が
提
出
さ
れ
可
決

さ
れ
た
。

議員
具
体
的
な
内
容
を
お
聞
き

し
た
い
。
ま
た
、
完
了
は

い
つ
頃
に
な
る
の
か
。

課長
本
事
業
は
、
国
土
交
通
省

の
補
助
金
５
７
４
万
１
千

円
を
活
用
し
て
行
う
。W

i-Fi 

環

境
整
備
は
通
信
事
業
者
へ
委
託
し

大
内
宿
内
の W

i-Fi 

環
境
を
整
備

す
る
も
の
で
来
年
４
月
か
ら
の
運

　

本
議
会
で
消
費
税
改
正
に
伴
う

条
例
の
改
正
案
が
提
出
さ
れ
た
。

道
路
占
用
料
や
農
業
集
落
排
水
事

業
の
料
金
な
ど
が
含
ま
れ
全
会
一

致
で
可
決
さ
れ
た
。

大
内
宿
観
光
の
環
境
整
備
を
増
額
補
正

消
費
税
増
税
に
伴
う
条
例
改
正
を
議
決

町
県
民
税
を
含
む
還
付
金
予
算
を
補
正

議員
町
税
の
還
付
金
は
何
人
が

対
象
と
な
る
の
か
。

　
ま
た
、５
１
８
万
円
の
内
訳
は
。

課長
次
表
の
通
り
と
な
っ
て
お

り
、
町
県
民
税
と
今
後
に

返
還
が
予
想
さ
れ
る
法
人
税
・
軽

自
動
車
税
・
固
定
資
産
税
等
を
含

め
５
１
８
万
円
と
な
る
。

議員
町
県
民
税
の
額
が
全
員
協

議
会
時
と
違
っ
て
い
る
が

ど
う
し
て
か
。

課長
全
員
協
議
会
時
の
金
額
が

間
違
っ
て
い
た
。
正
し
く

は
表
の
通
り
と
な
っ
て
い
る
。

区　　　　　　分 過　年　度　還　付

町県民税

平成30年度申告分（当初、修正） 99件 4,017,200円
平成27年度～29年度修正申告分 13件 716,000円
平成26年度修正申告分 4件 222,900円
還付加算金 ― 28,200円

そ の 他 法人税・軽自動車税・固定資産税等 ― 191,000円
合　　　　計 116件 5,180,000円※

	 ※千円単位を四捨五入

用
と
な
る
。
公
共
ト
イ
レ
の
改
修

に
つ
い
て
は
、
現
在
13
台
の
便
器

が
あ
り
す
べ
て
新
し
い
も
の
に
交

換
を
行
う
。
ま
た
、
ベ
ビ
ー
シ
ー

ト
の
設
置
や
手
洗
い
の
自
動
化
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
対
応
す
る
た
め

の
案
内
表
示
の
交
換
も
行
う
も
の

と
な
る
。
大
内
の
雪
ま
つ
り
等
も

あ
る
た
め
間
に
合
う
よ
う
な
工
程

で
進
め
た
い
。

※
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
は

　

外
国
人
が
日
本
に
訪
れ
る
旅
行

の
こ
と

　

こ
れ
ら
の
中
に
、
水
道
使
用
料

に
関
す
る
条
例
も
含
ま
れ
て
お
り

水
道
料
金
が
値
上
げ
と
な
る
。
基

本
料
金
は
１
月
あ
た
り
90
円
か
ら

1
0
0
円
程
度
の
値
上
げ
と
な
る
。
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一般会計・　
特別会計決算

◆平成30年度歳入歳出決算額	 （単位：千円）

区　　分 歳入決算額 歳出決算額 差　引　額

一　般　会　計 4,847,017 4,495,309 351,708

特別会計（５件） 2,024,683 1,913,069 111,614

合　　　計 6,871,700 6,408,378 463,322

【
総
　
括
】

　

い
ず
れ
の
会
計
も
決
算
額
は
関

係
諸
帳
簿
と
合
致
し
て
お
り
、
決

算
係
数
が
正
確
で
あ
る
こ
と
を
確

認
し
た
。
た
だ
、
歳
入
に
つ
い
て

町
税
等
の
賦
課
で
不
適
当
な
処
理

が
あ
り
、
歳
出
で
は
一
部
不
適
切

な
処
理
が
見
ら
れ
た
。

　

以
上
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、

安
定
し
た
財
源
の
確
保
に
努
め
、

柔
軟
に
事
務
事
業
を
見
直
す
姿
勢

を
持
ち
、
限
ら
れ
た
予
算
で
最
大

の
効
果
を
発
揮
さ
れ
、「
美
し
く
輝

く 
笑
顔
あ
ふ
れ
る
交
流
の
ま
ち
」

と
し
て
成
長
し
続
け
る
こ
と
を
期

待
す
る
。

◆
基
金
運
用
状
況
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
度
末
か
ら
平
成
30
年

度
末
で
４
億
円
ほ
ど
減
っ
て
い
る
。

本
年
は
振
興
計
画
作
成
の
年
で
も

あ
る
こ
と
か
ら
計
画
と
の
調
整
を

図
り
財
源
の
確
保
に
努
め
て
い
た

だ
き
た
い
。

◆
債
権
の
滞
納
処
理
に
つ
い
て

　

使
用
料
等
の
滞
納
処
理
に
つ
い

て
、
住
宅
使
用
料
滞
納
者
の
住
宅

明
け
渡
し
調
停
の
運
び
と
な
っ
た

こ
と
は
、
滞
納
者
へ
町
の
強
い
姿

勢
を
見
せ
る
う
え
で
も
大
き
な
進

歩
で
あ
る
。
水
道
料
に
つ
い
て
は
、

こ
こ
４
年
間
の
状
況
を
見
て
も
徴

収
率
は
年
々
改
善
さ
れ
、
新
規
滞

納
者
も
減
っ
て
い
る
。
住
宅
使
用

料
と
同
様
に
悪
質
滞
納
者
に
は
給

水
停
止
な
ど
を
行
い
厳
し
い
姿
勢

を
見
せ
る
こ
と
も
必
要
と
考
え
る
。

◆
課
税
誤
り
に
つ
い
て

　

税
務
課
に
お
い
て
課
税
誤
り
が

あ
り
国
税
等
と
の
整
合
性
が
な
い

こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
れ
は
課
税

へ
の
信
頼
性
を
損
な
う
も
の
で
本

町
の
税
の
信
用
を
大
き
く
失
っ
た

も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
職

員
全
体
で
真
摯
に
受
け
止
め
、
与

え
ら
れ
た
事
務
を
正
確
に
遺
漏
な

き
よ
う
に
努
め
今
後
は
こ
の
よ
う

な
こ
と
が
無
い
よ
う
改
善
策
を
講

じ
て
い
た
だ
き
た
い
。

◆
測
量
・
設
計
委
託
に
つ
い
て

　

設
計
委
託
に
つ
い
て
、
委
託
後

の
事
業
実
施
が
行
わ
れ
な
い
も
の

が
３
件
見
受
け
ら
れ
た
。
そ
れ
ぞ

れ
理
由
が
あ
り
事
業
実
施
が
出
来

な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
が
、
計
画

性
を
も
っ
て
対
応
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

決
算
の
結
果
に
対
す
る

　
　
監
査
委
員
の
意
見（
要
約
）

成平
年30 度
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令
和
元
年
度
防
災
訓
練
時

の
備
蓄
食
料
配
布
数
と
平

成
30
年
度
の
購
入
内
容
を
伺
い
た

い
。

防
災
訓
練
時
の
配
布
数
及

び
平
成
30
年
度
購
入
数
は

表
の
と
お
り
と
な
る
。

決
算
監
査
意
見
書
で
設
計

委
託
後
に
事
業
が
実
施
さ

れ
な
い
も
の
が
あ
っ
た
と
な
っ
て

い
る
が
詳
し
く
お
伺
い
す
る
。

町
道
拡
幅
の
為
の
測
量
設

計
業
務
委
託
、
農
業
集
落

排
水
施
設
倉
庫
設
計
業
務
委
託
、

江
川
小
学
校
児
童
ク
ラ
ブ
改
修
工

事
設
計
業
務
委
託
の
３
件
に
つ
い

て
委
託
業
務
後
の
事
業
が
実
施
さ

れ
て
い
な
い
。

　

測
量
に
関
し
て
は
、
抵
当
権
等

に
よ
り
事
業
が
で
き
て
い
な
い
。

ま
た
、
倉
庫
の
設
計
や
改
修
工
事

に
つ
い
て
は
、
業
務
委
託
に
よ
り

設
計
額
が
算
出
さ
れ
た
が
、
金
額

が
見
込
み
よ
り
も
大
幅
に
増
え
た

こ
と
か
ら
予
算
の
手
当
て
が
出
来

ず
事
業
が
で
き
て
い
な
い
。

　

そ
れ
ぞ
れ
理
由
は
あ
る
が
委
託

前
の
調
査
等
を
行
え
ば
こ
の
よ
う

な
委
託
を
計
上
せ
ず
に
済
む
の
で

は
な
い
か
と
い
う
監
査
の
意
見
と

な
っ
て
い
る
。

防災訓練時配布数	
品　名 数　量

ドライカレー 900食
ビスケット 420食
カンパン 360食
みそ汁 96缶
焼き鳥 864食
野菜ジュース 1020缶

有
害
鳥
獣
捕
獲
隊
が
町
内

を
巡
回
し
て
い
る
が
そ
の

際
に
捕
獲
し
て
い
る
の
か
。
捕
獲

し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
実
績
は
。

有
害
鳥
獣
捕
獲
隊
に
つ
い

て
、
２
名
体
制
で
巡
回
し

て
お
り
平
成
30
年
度
は
90
日
間
と

な
っ
て
い
る
。
捕
獲
実
績
に
つ
い

て
は
、
ク
マ
１
頭
、
イ
ノ
シ
シ
２

頭
、
サ
ル
４
頭
と
な
っ
て
い
る
。

平成30年度購入数	
品　名 数　量

アルファ米 600食
白飯 200食
パエリア風ご飯 200食
たまごスープ 500食
みそ汁 500食
イワシの煮つけ 1000食
水 1896本
粉ミルク 48缶

本
町
で
は「
特
定
空
家
」は

何
件
ぐ
ら
い
あ
る
の
か
。

ま
た
、
今
後
補
助
金
等
の
支
援
策

を
考
え
て
い
る
の
か
。

平
成
27
年
度
に
「
空
家
等

対
策
の
推
進
に
関
す
る
特

別
措
置
法
」
が
施
行
さ
れ
平
成
29

年
度
に
下
郷
町
空
家
等
対
策
計
画

の
策
定
と
実
態
調
査
を
行
っ
て
い

る
。
３
３
０
戸
を
対
象
に
調
査
し

45
戸
が
特
定
空
き
家
候
補
と
な
っ

て
い
る
。
今
後
、
補
助
制
度
の
創

設
等
の
対
策
を
含
め
下
郷
町
空
家

等
対
策
協
議
会
を
開
催
し
て
い
く
。

平
成
30
年
度
の
消
防
団
員

数
は
何
人
か
。

消
防
団
員
に
つ
い
て
、
平

成
31
年
３
月
31
日
時
点
で

の
現
有
団
員
数
と
な
る
が
本
団
も

含
め
消
防
団
員
が
３
２
９
名
、
婦

人
消
防
隊
が
１
９
０
名
と
な
っ
て

い
る
。

※
消
防
団
員
条
例
定
数

　
　
　
　
　
　
　

４
０
０
名

※
特
定
空
家
等
と
は

▼
そ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
倒
壊
等

著
し
く
保
安
上
危
険
と
な
る
お

そ
れ
の
あ
る
状
態

▼
そ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
著
し
く

衛
生
上
有
害
と
な
る
お
そ
れ
の

あ
る
状
態

▼
適
切
な
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な

い
こ
と
に
よ
り
著
し
く
景
観
を

損
な
っ
て
い
る
状
態

▼
そ
の
他
周
辺
の
生
活
環
境
の
保

全
を
図
る
た
め
に
放
置
す
る
こ

と
が
不
適
切
で
あ
る
状
態

基
金
運
用
限
度
額
５
４
０

０
万
円
の
と
こ
ろ
、
平
成

30
年
度
は
２
１
９
万
６
千
円
の
貸

実
施
さ
れ
な
か
っ
た

３
事
業

備
蓄
食
料
に
つ
い
て

有
害
鳥
獣

捕
獲
隊
の
実
績
は

町
の
育
英
資
金
に
つ
い
て

空
家
対
策
が
本
格
化

減
少
す
る
消
防
団
員

災
害
時
す
ぐ
に
配
布
で
き

る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
備
蓄
食
料
は
ど
こ

に
保
管
し
て
あ
る
の
か
。

下
郷
町
重
機
車
庫
の
わ
き

の
備
蓄
保
管
庫
に
保
管
し

て
あ
る
。

付
額
と
な
っ
て
い
る
が
町
の
子
供

た
ち
の
た
め
に
も
見
直
す
べ
き
で

は
な
い
の
か
。

育
英
資
金
の
審
議
会
が
あ

る
の
で
そ
こ
で
現
在
の
状

況
に
合
う
よ
う
検
討
し
て
い
き
た

い
。
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一般質問

５議員が

町政を問う

　９月定例会では、５人の議員が１０件の一般質問を９月１１日に行い、活発
な議論を展開しました。9ページより、質問した順に代表する質問の質疑応答
を要約してお知らせします。

山名田久美子（９ページ）
●防災意識を高めるためには
●ふるさと納税の今後は

小椋　淑孝（11ページ）
●定住促進について

猪股　謙喜（13ページ）
●有害鳥獣対策について
●行政システムの業者選定について

玉川　邦夫（10ページ）
●深刻なイノシシ被害対策について
●町文化財の保存・継承について

星　　輝夫（12ページ）
●下郷町投票区・投票所の見直しについて
●町内の小、中学校のエアコン設置率について
●買い物、病院等への支援について

　“一般質問”は、議員が町の行政全般について、事務の執行状況や将来の方針等を聞き、
町長などに所信や疑問をただすことで、報告や説明を求めることです。
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防
災
意
識
を
高
め
る
た
め
に

ふ
る
さ
と
納
税
の
今
後
は

防
災
訓
練
は
大
事
で
あ
る

返
礼
品
の
増
加
に
努
め
る

質問

質問

答弁

答弁

１
９
９
４
年
12
月
湯
野
上

を
震
源
と
す
る
断
層
型
地

震
。
建
物
や
人
的
被
害
は
大
き
な

も
の
で
は
な
く
大
事
に
は
至
ら
な

か
っ
た
。
今
年
で
25
年
に
な
る
。

25
年
も
た
つ
と
人
の
記
憶
は
薄
れ

る
。
災
害
は
い
つ
起
き
る
か
分
か

ら
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
町
は

毎
年
防
災
訓
練
を
実
施
し
、
住
民

の
意
識
を
高
め
、
維
持
す
る
こ
と

は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
特
に
学

校
の
防
災
教
育
で
、
あ
る
程
度
冷

ふ
る
さ
と
納
税
新
制
度
が

６
月
１
日
に
ス
タ
ー
ト
し

た
。
新
制
度
は
「
返
礼
品
は
地
場

産
」、「
返
礼
品
は
寄
付
額
の
30
％

以
下
」、「
寄
付
金
募
集
の
適
正
な

実
施
」
の
３
規
準
を
満
た
し
た
自

治
体
の
み
対
象
と
し
た
。
町
は
当

初
か
ら
基
準
は
満
た
し
て
い
る
。

返
礼
品
も
当
初
よ
り
増
え
て
い
る
。

国
は
、
製
造
が
他
地
域
で
も
ゆ
る

キ
ャ
ラ
グ
ッ
ズ
や
寄
付
先
の
自
治

体
を
訪
問
し
て
宿
泊
す
る
の
が
条

件
の
旅
行
券
な
ど
は
認
め
て
い
る
。

今
後
返
礼
品
の
追
加
は
あ
る
の
か

伺
う
。

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広

報
し
も
ご
う
に
掲
載
し
、

町
民
の
皆
様
へ
新
た
な
返
礼
品
の

募
集
を
行
っ
て
い
る
。
現
在
の
と

こ
ろ
応
募
は
な
い
。

湯
野
上
温
泉
の
宿
泊
券
な

ど
、
１
回
の
ふ
る
さ
と
納

税
で
は
泊
ま
れ
な
い
。
何
年
か
貯

蓄
し
使
え
る
制
度
は
考
え
ら
れ
な

い
か
。

地
区
の
経
営
者
と
協
議
し

な
が
ら
、
町
の
企
画
推
進

委
員
会
等
で
検
討
し
て
い
た
だ
く
。

山名田　久美子　議員
kumiko  yamanada

静
に
、
ど
う
行
動
し
対
応
し
た
ら

よ
い
か
判
断
で
き
る
こ
と
が
大
切

に
な
る
と
考
え
る
。
今
年
度
は
楢

原
小
学
校
が
参
加
し
、
児
童
は
い

ろ
い
ろ
な
訓
練
を
体
験
し
た
。
今

後
他
の
小
学
校
の
参
加
は
考
え
て

い
る
の
か
伺
う
。

平
成
29
年
度
旭
田
小
学
校
、

平
成
30
年
度
江
川
小
学
校
、

今
年
度
は
楢
原
小
学
校
が
防
災
訓

練
に
参
加
し
た
。
初
期
消
火
訓
練
、

煙
体
験
ド
ー
ム
や
降
雨
体
験
車
に

よ
る
災
害
状
況
の
体
験
を
し
た
。

今
年
度
で
す
べ
て
の
小
学
校
が
参

加
し
た
が
、
意
識
啓
発
、
災
害
の

知
識
、
災
害
時
の
判
断
行
動
等
防

災
教
育
行
う
上
で
大
変
重
要
だ
と

考
え
て
い
る
。
教
育
委
員
会
や
各

小
学
校
と
、
参
加
内
容
も
含
め
継

続
す
る
よ
う
検
討
す
る
。

防
災
頭
巾
な
ど
の
備
え
に

つ
い
て
各
学
校
と
協
議
し
、

進
め
て
い
く
と
回
答
を
い
た
だ
い

て
い
る
が
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
な

っ
た
か
伺
う
。

防
災
頭
巾
は
寄
付
し
て
い

た
だ
い
た
も
の
の
み
で
、

低
学
年
が
着
用
す
る
に
は
大
き
す

ぎ
て
前
が
見
え
な
い
。
す
ぐ
に
手

の
届
く
保
管
場
所
が
見
当
た
ら
な

い
な
ど
の
問
題
点
が
あ
る
。

保
管
場
所
が
あ
る
か
ど
う

か
の
問
題
で
は
な
い
の
で

は
。

何
が
必
要
で
、
ど
の
よ
う

な
も
の
が
い
い
の
か
各
学

校
と
協
議
を
し
検
討
し
て
い
く
。

訓
練
を
体
験
す
る

楢
原
小
学
校
の
子
供
た
ち
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玉川　邦夫　議員
kunio  tamakawa

深
刻
な
地
区
の
鳥
獣
対
策
に

　
　
　
　
　
　
　
さ
ら
な
る
予
算
確
保
を

文
化
財
の
保
護
と
活
用
に

　
　
　
　
　
　
　
　
も
っ
と
力
を
入
れ
て

各
地
区
の
懸
命
な
対
策
活
動
に

　
　
　
　
　
し
っ
か
り
支
援
し
て
い
く

保
存
活
用
地
域
計
画
に

　
　
　
　
　
盛
り
込
み
検
討
し
て
い
く

質問

質問

答弁

答弁

各
地
区
で
行
っ
て
い
る
イ

ノ
シ
シ
対
策
も
予
算
確
保

が
大
き
な
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
る
。

中
山
間
地
域
等
で
補
助
事
業
を
し

て
い
る
地
区
と
そ
う
で
な
い
地
区

で
は
、
自
己
負
担
に
大
き
な
差
が

出
て
い
る
。
こ
う
し
た
実
態
を
考

慮
し
た
対
策
を
考
え
て
ほ
し
い
。

防
止
対
策
事
業
に
つ
い
て

は
要
望
が
多
く
、
対
策
経

費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。
国
・

県
の
指
導
を
得
な
が
ら
、
有
効
な

事
業
内
容
に
な
る
よ
う
検
討
し
て

い
く
。

第
５
次
振
興
計
画
で
、
将

来
文
化
財
に
指
定
が
予
測

さ
れ
る
も
の
を
含
め
、
価
値
あ
る

歴
史
的
遺
産
の
調
査
・
保
護
に
あ

た
る
と
し
て
い
る
。

県
農
林
事
務
所
で
は
、
鳥

獣
被
害
防
止
の
た
め
刈
払

い
等
に
森
林
関
税
か
ら
補
助
金
を

出
す
と
い
う
。
住
民
の
反
応
は
い

ま
い
ち
で
あ
る
。
ぜ
ひ
、
里
山
林

の
整
備
事
業
に
町
行
政
で
も
補
助

金
を
つ
け
る
な
ど
、
取
り
組
み
の

後
押
し
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

町
か
ら
の
上
乗
せ
補
助
は

で
き
な
い
も
の
と
な
っ
て

い
る
。
町
で
は
、
鳥
獣
被
害
防
止

に
向
け
た
緩
衝
帯
整
備
等
の
事
業

を
地
区
要
望
に
よ
り
実
施
し
、
引

き
続
き
予
算
内
で
継
続
し
て
い
く

考
え
で
い
る
。

　
楢
原
地
区
の
あ
る
方
は
、
町
の

文
化
財
指
定
を
受
け
て
い
る
観
音

様
を
何
年
も
預
か
っ
て
い
る
そ
う

だ
。
地
域
に
と
っ
て
の
文
化
財
と

は
、
長
い
歴
史
の
中
で
の
生
活
文

化
を
精
神
的
に
支
え
て
き
た
大
事

な
も
の
。
町
の
文
化
遺
産
と
し
て

と
し
て
、思
い
や
り
の
心
で
保
護
・

活
用
に
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
。

文
化
遺
産
を
保
存
・
活
用

す
る
た
め
の
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
と
し
て
、
文
化
財
保
存
活
用

地
域
計
画
策
定
の
準
備
を
し
て
い

６
月
に
罠
免
許
取
得
の
た

め
に
予
算
化
が
図
ら
れ
た
。

捕
獲
隊
の
話
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
の

通
り
道
は
ど
こ
か
、
ま
た
、
わ
な

の
設
置
場
所
は
ど
こ
が
適
切
か
な

ど
、
そ
の
見
極
め
は
簡
単
で
は
な

い
と
い
う
。
今
回
、
免
許
を
取
得

さ
れ
た
方
々
の
現
時
点
で
の
活
動

の
様
子
を
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

免
許
取
得
者
29
名
。
実
際

の
捕
獲
活
動
は
、
９
月
下

旬
に
講
習
会
を
行
い
捕
獲
知
識
の

向
上
及
び
罠
設
置
に
係
る
安
全
性

の
向
上
を
図
っ
て
か
ら
と
な
る
。

３
年
前
に
会
津
地
方
の

「
三
十
三
観
音
巡
り
」が
日

本
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。
町
民
の

方
々
に
も
っ
と
関
心
を
持
っ
て
も

ら
う
た
め
、
日
本
遺
産
認
定
の
証

と
な
る
よ
う
な
看
板
を
作
っ
て
ほ

し
い
。
わ
か
り
や
す
い
案
内
板
の

設
置
は
、
訪
問
客
が
増
え
て
い
る

中
で
、
大
切
な
お
も
て
な
し
の
一

つ
で
も
あ
る
。

設
置
に
あ
た
っ
て
は
、
施

設
所
有
者
の
意
見
を
伺
い

な
が
ら
、
ま
た
事
務
局
（
会
津
若

松
市
）
の
関
係
者
の
ご
意
見
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
今
後
検
討
し
て

ま
い
り
た
い
。

町
指
定
文
化
財
　
木
造
役
小
角
座
像

る
。
こ
の
計
画
策
定
の

中
で
、
眠
っ
て
い
る
文

化
財
の
掘
り
出
し
や
公

共
施
設
等
の
民
俗
資
料

館
へ
転
用
な
ど
も
検
討

し
た
い
。
ま
た
、
貴
重

な
文
化
財
を
写
真
等
の

最
新
の
デ
ー
タ
で
記
録

保
存
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
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計
画
的
な
定
住
促
進
の
推
進
を

道
路
の
整
備
と
宅
地
造
成
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
画
的
に
行
う

質問

答弁
以
前
に
も
質
問
し
ま
し
た

が
、
定
住
促
進
に
関
す
る

件
で
町
独
自
の
取
り
組
み
を
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
聞
い

て
、
答
弁
で
は
Ｕ
タ
ー
ン
、
Ｉ
タ

ー
ン
者
へ
の
移
住
支
援
、
空
き
家

な
ど
を
活
用
し
た
取
り
組
み
、
観

光
施
策
を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ

と
で
地
域
経
済
の
活
性
化
や
町
の

に
ぎ
わ
い
が
創
出
さ
れ
、
雇
用
や

定
住
が
促
進
さ
れ
る
と
答
弁
。
再

質
問
で
私
が
１
つ
事
例
を
言
っ
た

小椋　淑孝　議員
hidetaka  ogura

こ
と
は
覚
え
て
で
し
ょ
う
か
。
家

を
建
て
た
く
て
も
、
土
地
が
な
い

こ
と
を
。

　
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
の
営
業
の
方

が
あ
る
地
区
を
訪
ね
て
、
土
地
を

探
し
て
い
る
、
そ
ん
な
話
さ
れ
た

町
民
の
方
が
い
た
。
今
回
、
第
５

次
振
興
計
画
が
今
年
度
で
終
了
す

る
に
あ
た
り
、
第
１
章
・
住
み
や

す
く
美
し
い
の
主
な
施
策
の
①
、

土
地
利
用
計
画
の
中
に
「
住
宅
地

に
つ
い
て
は
、
良
好
な
居
住
環
境

を
推
進
す
る
た
め
、
計
画
的
な
開

発
を
促
進
し
ま
す
」
と
書
か
れ
て

い
る
。
定
住
に
向
け
た
施
策
を
実

行
し
な
け
れ
ば
、
せ
っ
か
く
の
機

会
を
逃
し
て
し
ま
い
、
人
口
減
少

が
進
ん
で
し
ま
う
。
定
住
促
進
に

力
を
入
れ
て
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
と
考
え
ま
す
が
、
町
長
の
お
考

え
を
お
伺
い
す
る
。

定
住
促
進
に
つ
き
ま
し
て

は
、
少
子
高
齢
化
に
よ
り

人
口
減
少
が
進
む
当
町
に
お
い
て

も
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
本
町
の

よ
う
な
中
山
間
地
域
の
自
治
体
に

お
い
て
は
、
行
政
政
策
の
根
幹
を

な
す
も
の
と
考
え
る
。

　

町
振
興
計
画
が
示
す
通
り
、
こ

れ
ま
で
も
保
育
料
の
負
担
軽
減
や

通
園
助
成
、
学
校
給
食
費
の
助
成

な
ど
子
育
て
環
境
の
整
備
、
高
齢

者
タ
ク
シ
ー
助
成
、
除
雪
支
援
事

業
、
商
工
会
の
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド

の
事
業
や
企
業
支
援
事
業
、
夢
あ

る
農
業
担
い
手
支
援
事
業
、
ま
た

は
道
路
網
の
整
備
促
進
な
ど
町
の

主
要
な
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

町
内
の
定
住
促
進
に
つ
な
が
る
事

業
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

町
も
こ
れ
ま
で
弥
五
島
駅
前
の

住
宅
地
の
分
譲
や
姫
川
地
内
の
新

た
な
町
営
住
宅
２
棟
４
世
帯
分
も

本
年
度
発
注
す
る
予
定
で
あ
る
。

給
食
の
無
料
化
、
取
り
組

み
は
十
分
わ
か
っ
て
い
る

が
、
私
が
言
い
た
い
の
は
定
住
す

る
場
所
あ
る
。
今
後
町
と
し
て
定

住
促
進
エ
リ
ア
な
ど
、
計
画
す
る

の
か
、
第
６
次
振
興
計
画
に
含
ん

で
い
く
の
か
伺
う
。

若
い
人
が
定
住
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
必
要
な
の
は

土
地
で
、
６
次
振
興
計
画
に
も
入

れ
た
い
と
思
う
が
、
ま
ず
道
路
を

作
る
こ
と
。
道
路
を
作
っ
て
、
農

地
振
興
計
画
か
ら
外
す
、
農
振
区

域
を
見
直
さ
な
い
と
い
け
な
い
。

　

早
急
に
は
な
か
な
か
道
路
も
で

き
な
い
が
、
地
区
１
カ
所
ぐ
ら
い

は
道
路
を
作
っ
て
宅
地
造
成
を
進

め
て
い
く
。

会津縦貫南道路の下郷インターチェンジ予定地
今後定住促進を含めた開発が期待される　　　
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投
票
区
・
投
票
所
の
見
直
し
に
つ
い
て

小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
率
は 

買
い
物
・
病
院
等
の
支
援
に
つ
い
て

今
後
も
同
意
を
得
な
が
ら
再
編
を
進
め
る

普
通
教
室
は
設
置
率
１
０
０
％

官
民
一
体
と
な
り
高
齢
者
・

　
　
　
障
碍
者
福
祉
の
充
実
に
努
め
る

質問

質問

質問

答弁

答弁

答弁

第
25
回
参
議
院
議
員
通
常

選
挙
で
は
見
直
し
後
の
投

票
区
の
投
票
率
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

ま
た
、
移
動
式
期
日
前
投
票
所
は

何
か
所
回
っ
た
の
か
。

新
投
票
区
、旧
投
票
区
、投

票
率
の
順
番
で
説
明
す
る
。

〇
三
新
戸
投
票
区
、
三
ツ
井
・
新

開
・
戸
赤
、
86
・
58
％

〇
沢
田
投
票
区
、
桧
原
・
桃
曽
根
、

65
・
56
％

〇
南
松
川
投
票
区
、
南
倉
沢
・
大

松
川
、
78
・
79
％

小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設

置
に
つ
い
て
、
エ
ア
コ
ン

設
置
率
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
国
か
ら
の
補
助
金
は
幾
ら

だ
っ
た
の
か
尋
ね
る
。

８
月
30
日
の
工
期
を
も
っ

て
工
事
は
完
了
し
、
町
内

全
小
中
学
校
の
普
通
教
室
で
、
エ

ア
コ
ン
設
置
率
が
１
０
０
％
と
な

っ
た
。
補
助
対
象
外
と
な
っ
た
保

健
室
、
校
長
室
等
に
つ
い
て
も
町

単
独
事
業
と
し
て
エ
ア
コ
ン
を
設

置
し
た
。
理
科
室
、
音
楽
室
な
ど

の
特
別
教
室
や
体
育
館
に
つ
い
て

現
在
社
会
福
祉
法
人
等
が

高
齢
者
・
障
碍
者
の
方
々

の
買
い
物
支
援
を
行
っ
て
い
る
と

思
う
が
利
用
人
数
は
何
人
か
。
ま

た
、
支
援
を
行
っ
て
い
る
社
会
福

祉
法
人
等
へ
の
支
援
の
考
え
は
あ

る
か
。

本
事
業
に
つ
い
て
は
町
内

の
４
つ
の
団
体
が
共
催
し

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
障
碍
者

〇
澳
田
投
票
区
、
水
門
・
沢
入
、

81
・
67
％

〇
湯
野
上
投
票
区
、
湯
野
上
・
小

野
・
大
沢
、
78
・
13
％

〇
小
沼
崎
投
票
区
、
小
出
・
沼
尾
、

88
・
16
％

〇
白
岩
投
票
区
、
白
岩
・
雑
根
、

86
・
27
％

と
な
っ
て
い
る
。
移
動
式
期
日
前

投
票
所
は
、
６
日
間
で
９
地
区
14

か
所
に
設
置
し
た
。

投
票
区
見
直
し
に
よ
り
経

済
面
的
に
も
削
減
で
き
た

と
思
う
が
ど
う
か
。

は
設
置
さ
れ
て
お
ら
ず
、
す
べ
て

の
教
室
を
対
象
と
し
た
場
合
の
設

置
率
は
46
・
4
％
と
な
る
。

　

国
か
ら
交
付
決
定
の
あ
っ
た
補

助
金
は
、
小
中
学
校
の
総
額
で
１

３
９
６
万
９
千
円
。

等
の
買
い
物
弱
者
を
支
援
す
る
も

の
で
あ
り
、
現
在
33
名
の
申
し
込

み
が
あ
り
実
利
用
者
は
25
名
と
な

っ
て
い
る
。
本
事
業
は
社
会
貢
献

活
動
の
一
環
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

現
時
点
で
の
支
援
は
考
え
て
い
な

い
が
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
助
成
事
業

の
充
実
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

福
祉
の
充
実
に
務
め
て
い
く
。

一般質問

第
24
回
・
第
25
回
参
議
院

議
員
通
常
選
挙
の
経
費
を

比
較
し
た
と
こ
ろ
66
万
６
千
円
の

減
額
と
な
っ
た
。し
か
し
、移
動
式

期
日
前
投
票
所
に
要
す
る
経
費
が

38
万
４
千
円
か
か
っ
た
こ
と
か
ら

約
28
万
２
千
円
の
減
額
と
な
っ
た
。

江川小学校教室に取り付けられたエアコン
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猪股　謙喜　議員
kenki  inomata

一般質問

行
政
シ
ス
テ
ム
の
業
者
選
定
に
つ
い
て

町
企
画
推
進
会
議
で
検
討
し
て
い
く

質問

答弁
町
の
行
政
シ
ス
テ
ム
を
請

け
負
っ
て
い
る
Ｌ
Ａ
Ｃ

（
ラ
ッ
ク
）に
支
払
わ
れ
て
い
る
年

間
の
契
約
料
は
い
く
ら
か
。

一
般
会
計
、
特
別
会
計
の

合
計
で
約
７
２
３
３
万
円

の
年
間
契
約
料
と
な
っ
て
い
る
。

ラ
ッ
ク
に
は
ど
の
よ
う
な

業
務
を
請
け
負
わ
せ
て
い

る
の
か
。

ラ
ッ
ク
に
請
け
負
わ
せ
て

い
る
業
務
は
次
の
と
お
り
。

▼
総
務
課

　

選
挙
時
の
名
簿
調
整
・
作
成
業

務▼
税
務
課

　

申
告
受
付
、
課
税
、
収
納
業
務

▼
町
民
課

　

国
保
課
税
、
収
納
、
保
険
書
作

成
業
務

協議会で所有するくくりわな

町
の
有
害
鳥
獣
対
策
は

ス
ム
ー
ズ
な
予
算
執
行
に
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
対
応
し
て
い
く

質問

答弁
わ
な
隊
員
の
各
集
落
か
ら

の
推
薦
者
数
は
。
ま
た
、

入
隊
人
数
は
。

23
行
政
区
か
ら
推
薦
が
あ

り
44
名
で
あ
る
。
各
行
政

区
長
か
ら
の
推
薦
で
も
あ
る
こ
と

か
ら
合
格
者
全
員
入
隊
し
て
い
た

だ
く
。

わ
な
の
貸
与
に
つ
い
て
、

隊
員
ひ
と
り
に
１
台
の
貸

与
で
は
イ
ノ
シ
シ
の
頭
数
を
減
ら

す
こ
と
が
難
し
い
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

町
所
有
の
く
く
り
わ
な
を

１
基
、
鳥
獣
対
策
協
議
会

の
１
基
、
合
計
２
基
を
考
え
て
い

る
。
次
年
度
以
降
は
国
庫
補
助
金

等
を
活
用
し
整
備
・
拡
充
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

９
月
の
補
正
予
算
で
電
気

柵
等
へ
の
購
入
補
助
金
を

計
上
し
て
い
る
が
、
専
決
な
ど
に

よ
る
早
い
対
応
は
で
き
な
か
っ
た

の
か
。

本
年
度
は
昨
年
度
の
予
算

の
１
・
５
倍
の
予
算
を
計

上
し
た
が
そ
れ
を
上
回
る
事
業
量

と
な
っ
た
。
緊
急
性
を
勘
案
し
、

予
備
費
か
ら
70
万
円
を
充
当
し
対

応
し
た
が
、
今
後
の
個
人
の
申
請

を
見
込
み
今
回
40
万
円
の
補
正
予

算
を
計
上
し
た
。

▼
健
康
福
祉
課

　

健
康
管
理
、
児
童
手
当
、
介
護

保
険
料
関
係
業
務

▼
建
設
課

　

住
宅
使
用
料
、
水
道
使
用
料
調

定
業
務

▼
教
育
委
員
会

　

就
学
児
童
管
理
業
務

▼
総
合
政
策
課

　

行
政
シ
ス
テ
ム
全
般
と
し
て
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
保
守
管
理
業
務

（
株
）ラ
ッ
ク
と
は
５
年
間

の
契
約
で
あ
り
本
年
度
で

期
限
と
な
る
。
次
年
度
か
ら
の
業

者
選
定
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

昨
年
11
月
に
電
算
シ
ス
テ

ム
担
当
者
連
絡
会
を
開
催

し
、
他
の
業
者
へ
の
移
行
も
検
討

の
余
地
が
あ
る
と
の
結
果
が
出
た
。

し
か
し
、
デ
ー
タ
移
行
費
用
と
し

て
約
４
０
０
０
万
円
、
移
行
期
間

も
６
か
月
程
度
必
要
と
な
る
。

　

町
の
財
政
状
況
を
勘
案
し
ラ
ッ

ク
と
の
契
約
を
１
年
間
延
長
す
る

こ
と
で
協
議
調
整
し
て
い
る
。

　

今
後
の
業
者
選
定
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
町
の
企
画
調
整
会
議
で

令
和
３
年
度
の
シ
ス
テ
ム
導
入
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
く
。
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「情報をわかりやすく伝える」
前田　安正　氏（朝日新聞メディアプロダクション校閲事業部長）

「町村議会広報コンクール
　　　　上位入賞団体の評価ポイント」

吉村　潔　氏（エディター）

「読者目線で親切な広報紙をつくるには
　～手に取られ、読まれ、行動に結びつけるには」

豊田　健一　氏（『月間総務』編集長）

　

一
人
目
の
豊
田
健
一
氏
の
講
演

で
は「
課
題
感
の
共
有
」と
い
う
話

が
あ
り
ま
し
た
。
何
が
課
題
な
の

か
を
伝
え
る
こ
と
で
、
審
議
、
質

問
、研
修
に
つ
い
て
も
伝
え
る
こ
と

が
で
き
る
。
広
報
紙
の
役
割
を
改

め
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

二
人
目
の
前
田
安
正
氏
の
講
演

で
は
「
文
の
作
り
方
考
え
方
」
に

つ
い
て
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
文
章
で
相
手
に
伝
え
た
い
と

考
え
て
も
伝
わ
ら
な
い
の
で
は
意

味
が
な
い
」
と
の
こ
と
か
ら
文
章

の
作
り
方
や
実
際
の
記
事
等
で
の

編
集
方
法
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

25
日
は
東
京
都
上
野
で
在
京
下

郷
会
の
会
長
を
初
め
役
員
の
方
と

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
に
つ
い
て
懇

談
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

役
員
の
方
々
か
ら
多
く
話
が
あ

っ
た
の
は
、
下
郷
町
の
返
礼
品
を

拡
充
し
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
で
し

た
。
魅
力
あ
る
返
礼
品
が
増
え
れ

ば
知
人
へ
も
っ
と
紹
介
す
る
こ
と

も
で
き
る
。
さ
ら
に
町
の
税
収
に

も
つ
な
が
る
な
ど
様
々
な
ご
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

議会 topics

9月24日（火）
東京都

シェーンバッハ・サボー

町 村 議 会 広 報 研 修 会
　全国町村議会議長会の主催で、町村議会広報研修会が
開催され、議会広報常任委員が出席しました。
　研修会では３名の講師による様々な角度からの講演が
行われました。

　

三
人
目
の
吉
村
潔
氏
の
講
演
で

は
、
議
会
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
の
入

賞
団
体
を
例
に
広
報
づ
く
り
の
ポ

イ
ン
ト
を
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

在
京
下
郷
会
　
　

　
役
員
と
の
懇
談
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8月27日（火）
県道戸赤栄富線整備促進

協議会県要望

9月27日（金）
桧和田・市野・氷玉峠県道
改良促進期成同盟会県要望

9月30日（月）
下郷町会津縦貫南道路
対策協議会要望

議会 topics

地域の交通の利便性と安全の
確保のため整備促進を強く要望

　

県
道
戸
赤
栄
富
線
整
備
促
進
協

議
会
に
よ
る
県
へ
の
要
望
活
動
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
戸
赤
地
区
か
ら
新
開
地
区

に
お
い
て
は
、
道
幅
も
狭
く
、
見

通
し
の
悪
い
道
路
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
過
去
に
は
大
雨
に
よ
り
増

水
し
た
戸
石
川
が
道
路
に
氾
濫
し

通
行
に
支
障
を
き
た
し
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も

道
路
の
整
備
促
進
と
整
備
に
係
る

予
算
の
確
保
を
要
望
し
ま
し
た
。

　

協
議
会
は
、
町
長
、
議
会
議
長
、

産
業
厚
生
常
任
委
員
６
名
、
沿
線

議
員
と
し
て
星
政
征
議
員
、
戸
赤

区
長
、
新
開
区
長
、
三
ツ
井
区
長
、

倉
水
区
長
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

桧
和
田
・
市
野
・
氷
玉
峠
県
道

改
良
促
進
期
成
同
盟
会
よ
る
県
へ

の
要
望
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

下
郷
町
と
会
津
美
里
町
を
結
ぶ
県

道
３
路
線
の
改
良
促
進
に
関
す
る

要
望
を
行
い
、
そ
の
中
で
は
下
郷

会
津
本
郷
線
の
栄
富
工
区
（
林
中

～
成
岡
）
の
改
良
促
進
と
小
池
か

ら
水
抜
間
の
拡
幅
改
良
促
進
を
要

望
し
ま
し
た
。

※
県
道
３
路
線
と
は

下
郷
町
を
起
点
と
し
会
津
美
里
町
へ

至
る
県
道

県
道
湯
野
上
会
津
高
田
線

県
道
大
内
会
津
高
田
線

県
道
下
郷
会
津
本
郷
線

　

下
郷
町
会
津
縦
貫
南
道
路
対
策

協
議
会
に
よ
る
郡
山
国
道
事
務
所

と
南
会
津
建
設
事
務
所
へ
の
要
望

活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
協
議
会
は
町
長
、
議
員
を
は

じ
め
下
郷
町
商
工
会
長
や
縦
貫
南

道
路
沿
線
の
行
政
区
長
が
構
成
員

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

要
望
で
は
、
現
在
工
事
が
進
ん

で
い
る
湯
野
上
バ
イ
パ
ス
な
ど
の

早
期
完
成
を
要
望
す
る
と
と
も
に

工
事
に
関
す
る
予
算
の
大
幅
拡
大

を
強
く
要
望
し
ま
し
た
。

福島県土木部長へ要望書を手渡す役員

井出孝利副知事へ要望書を手渡す役員

赤森国道事務所長へ要望書を手渡す
町長、議長

道路の多面的機能発揮のため
　　　　　　一日も早い整備を

会津縦貫南道路早期完成のため
　　　　予算の大幅拡大を要望

※
沿
線
の
行
政
区
長

刈
林
区
長
、姫
川
区
長
、弥
五
島
区
長
、

塩
生
区
長
、桧
原
区
長
、桃
曽
根
区
長
、

落
合
区
長
、張
平
区
長
、中
妻
区
長
、

水
門
区
長
、沢
入
区
長
、湯
野
上
区
長
、

小
野
区
長
、小
出
区
長
、白
岩
区
長
、

田
代
区
長
の
16
行
政
区
長
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町
県
民
税
の
賦
課
算
定
の
誤

り
は
、
職
員
の
怠
慢
に
よ
る
も

の
で
あ
っ
た
。
ま
さ
に
前
代
未

聞
。

　

こ
の
件
に
関
し
、
町
長
の
要

請
で
議
会
全
員
協
議
会
が
開
催

さ
れ
た
。

　

課
税
は
、
法
に
則
り
平
等
に
、

過
不
足
無
く
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
町
民
税
は
自
治
体
運

営
の
大
本
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
件
は
町
民
か
ら
の
不
信
感

を
招
い
た
。
町
は
１
日
も
早
い

信
頼
回
復
に
努
め
て
ほ
し
い
。

	

（
猪
股　

謙
喜
）

編
集
後
記

議会広報常任委員会
委 員 長　山名田　久美子
副委員長　玉　川　邦　夫
委　　員　猪　股　謙　喜
委　　員　小　椋　淑　孝

議会を傍聴しませんか

議会からのお願い
町議会定例会は３月・６月・９月・１２月に開かれます。
お問い合わせは町議会事務局（６９－１１２３）まで

議会だより取材のため、議会議員（広報常任委員）が写真撮影に
伺うことがあります。ご理解とご協力をお願いいたします。

　２年ほど前から、桧原地区でもイノシシに
よる被害が報告されるようになってきました。
　そこで、区民の話し合いによって、侵入防
止柵（金属製）を山際に設置することにしま
した。２年間の予算措置をたて、さらに隣接
する行政区とも話し合いながら、広域的対策
に乗り出しています。
　設置作業には高齢者や女性の方々の協力も
あり改めて区民のまとまりを感じました。

　下郷町と栃木県板室温泉との大きな交流の架け橋
になる「会津・那須越県ロングトレイル2019」が
開催されました。夜8時にスタートして、24時間制
限で90㎞の登山道を駆け巡る耐久レースです。
　観音沼公園が休憩地点になることから、おもてな
しで歓迎をしようと立ち上がってくれたのが十文
字・音金地区の皆さん。早朝からそばとすいとん汁
が振る舞われ、通過する選手の皆さんにとっては、
レース後半に向けての力になっていました。

「地区上げて
　　　イノシシ対策」

「ロングトレイル
　　選手へのおもてなし」

防護柵を設置する地区の皆さん

おもてなしを受ける選手


